



































①SF市：2015年 3 月17日（火）〜 3 月30日（月）











































































SF 15名 52.1歳 27.9年 1.40 1.27 73.3% 13.3% 13.3%




SF 13名 39.8歳 15.9年 1.23 2.08 76.9% 15.4% 7.7%
LA 35名 50.8歳 20.4年 1.06 2.50 88.6% 0.0% 11.4%
TPS
保持者
SF 6 名 43.0歳 19.2年 1.00 2.67 83.3% 0.0% 16.7%
LA 19名 44.6歳 18.3年 1.05 2.37 78.9% 5.3% 15.8%
非合法
移民
SF 26名 32.3歳 10.7年 1.12 2.59 73.1% 3.8% 23.1%
LA 41名 38.6歳 8.8年 1.02 3.06 90.2% 0.0% 9.8%












　　それ以下 2.67 0 ∼10歳 1.00 2.00 0 ∼10年
2.00
（ 1 名） 1.75
2 .高校中退 2.00 11∼20歳 1.50 1.33 11∼20年 2.00 2.00
3 .高校卒業または
　　それと同等の資格 1.33 2.00 21∼30歳 1.33 2.30 21∼30年 1.00 2.18
4 .準学士あるいは
　　大学・短大中退 1.17 1.45 31∼40歳 1.00 2.29 31∼40年 1.00 2.23
5 . 4 年生大学卒業 1.00 1.75 41∼50歳 4.00 41∼45年 2.00（ 1 名） 2.00



































































































































送金者になると、年に 1 回以上帰国する人の割合も高いものの、 2 〜 5 年に 1
回の訪問者の割合も高くなる。送金無しのグループは、金銭的に余裕がややな
































◎ 11  1  3  2  3  2
○ 4  2  1 1
×
計 15  1  3  4  4  2  1
する しない
◎ 16  1  2  3  5  2  1  2
○ 11  2  1  1  1  3  3
×  2  1  1
計 29  3  1  3  4  9  3  1  5
しない する
◎  1  1
○
×
計  1   1
しない しない
◎  4  2  1  1
○ 11  1  1  4  3  1  1
×  7  1  1  3  1  1
計 22  2  2  9  5  1  1  2
本国訪問頻度
のみの合計
◎ 32 1 2 5 5 10 5 1  1  3
○ 26  3  2  3  8  3  1   5
×  9  1  1  4  2  1






回答数を示している。 1 .と 2 .はほぼどの頻度のカテゴリーでも挙げられてい






















6 .選挙投票 7 .その他
年 3 回
以上 3 名 2 1 1 1
年 2 回 9 名 9 2 3 2
年 1 回 20名 18 7 1 5 3
2 ∼ 3 年
に 1 回 11名 10 2 1 2 1
5 年に
1 回 16名 16 4
ほとんど












　もうひとつ注目すべき目的として、 6 .選挙投票がある。（ 9 ）次に、これにつ











Hさん（LA）：帰国頻度（年 2 回）、年齢（50歳）、滞米期間（不明）、年収（ 2
万〜 2 万 5 千ドル未満）。目的に、家族送金、家族訪問も含
まれる。
Iさん（LA）：帰国頻度（年 1 回）、年齢（59歳）、滞米期間（不明）、年収（ 2
万〜 2 万 5 千ドル未満）。目的に、家族送金、家族訪問も含ま
れる。
Jさん（LA）：帰国頻度（ 2 〜 3 年に 1 回）、年齢（72歳）、滞米期間（10年）、
年収（ 5 万〜 5 万 5 千ドル未満）。目的に、家族送金、家族訪
問も含まれる。
Aさん（LA）：帰国頻度（年10回以上）、年齢（60歳）、滞米期間（24年）、年収（ 5




Kさん（LA）：帰国頻度（年 1 回）、年齢（63歳）、滞米期間（36年）、年収（ 6






Lさん（LA）：帰国頻度（年 1 回）、年齢（56歳）、滞米期間（35年）、年収（ 4




















1 万〜 2 万
ドル未満
2 万〜 3 万
ドル未満
3 万〜 4 万
ドル未満
4 万〜 5 万
ドル未満
5 万〜 6 万
ドル未満






あり あり ◎ 4 1 3
あり なし
◎ 1 1
○ 5 1 1 1 1 1
なし なし
◎ 2 2
○ 2 1 1
× 2 1 1































1 万〜 2 万
ドル未満
2 万〜 3 万
ドル未満
3 万〜 4 万
ドル未満
4 万〜 5 万
ドル未満
5 万〜 6 万
ドル未満







◎ 7 1 3 1 1 1
○ 3 1 1 1
あり なし
◎ 13 2 2 1 2 1 2 3
○ 8 2 3 1 1 1
× 2 1 1
なし あり ◎ 1 1
なし なし
◎ 2 1 1
○ 9 1 3 1 4


























SF 15名（100%） 6 4 1





























全計 0 〜 5 年 6 〜10年 11〜15年 16〜20年 21〜25年 26〜30年 不明
SF
ある ない 1 名 1
ある ある 3 名 1 2
ない ない 4 名 1 2 1
ない ある 6 名 1 1 1 2 1
LA
ある ない 3 名 1 1 1
ある ある 2 名 1 1
ない ない 19名 5 2 1 2 2 2 5

















二重国籍者全体と比べて、1 .の政治的理由を選択した回答が 3 %近く少なく、
米国政治への有権者としての参与の欲求がやや弱いと考えられ、 4 .米国での


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































紀要』、第49巻、2014年 3 月、pp.17-43、およびOceanHowell,Making the Mission :  
Planning and Ethnicity in San Francisco,Chicago : theUniversityofChicagoPress,
2015,pp.219,237、を参照。
（ 2 ）JohnA.Garcia, “Latino Immigrants : Transnationalism, Patterns ofMultiple
Citizenships, and Social capital,” inDavid L. Leal and Jose E. Limon, eds.,
Immigration and the Border :  Politics and Policy in the New Latino Century,Notre
Dame, Indiana : University ofNotreDamePress, pp.108-109;EwaMorawska,
“Transnationalism,”inMaryC.WatersandReedUeda,eds.,The New Americans :  
A Guide to Immigration Since 1965,Cambridge,Mass. : HarvardUniversityPress,
2007,p.149;AdrianD.Pantoja,RafaelA. Jimeno,andJavierM.Rodriguez, “The





（ 4 ）PortesandRumbauteds.,Immigrant America,p.227.





系人口中、重要な位置を占めた（RogerWaldingered.,Strangers at the Gate :  New 





（ 8 ）BethBaker-Cristales,Salvadoran Migration to Southern California :  Redefining El 




















（ 4 ） あなたは、自分自身がどの民族あるいは集団に属していると思いますか。二つ以上
の選択肢を選んで頂いて構いません。
 　 1 □白人 2 □黒人
 　 3 □ムラート 4 □アメリカ先住民（ピピルやその他すべての）
 　 5 □メスティソ 6 □エルサルバドル人
 　 7 □中米人 8 □ラテンアメリカ人





（ 5 ） 次のうち、あなたはどれにあたりますか。
 　 1 □エルサルバドル生まれで、米国に移民してきた
 　 2 □米国生まれの一世
 　 3 □米国生まれの二世
 　 4 □米国生まれの三世




 　 1 □エルサルバドル国籍のみ 2 □エルサルバドル国籍とアメリカ合衆国籍の両方
 　 3 □アメリカ合衆国籍のみ 4 □その他:（）
（12） a）あなたは現在、米国での居住又は就労のための権利・公的許可を何かお持ちですか。
 　 1 □はい*　　　　 2 □いいえ、持っていません**
 *「はい」と答えた方だけ、次の質問にもお答え下さい。
 b）権利・公的許可とは何か、お示しください。
 　 1 □米国市民　　　 2 □永住権　　　 3 □短期被保護資格




 　 1 □スペイン語　　 2 □英語
 　 3 □その他の言語（）
 b）スペイン語はどれくらい話せますか。
 　 1 □とても上手に　 2 □上手に　 3 □あまり上手でない　 4 □全く上手でない
 c）英語はどれくらい話せますか。







 1 □$10.000未満   11□$55.000から$59.999
 2 □$10.000から$14.999 12□$60.000から$64.999
 3 □$15.000から$19.999 13□$65.000から$69.999
 4 □$20.000から$24.999 14□$70.000から$74.999
 5 □$25.000から$29.999 15□$75.000から$99.999
 6 □$30.000から$34.999 16□$100.000から$149.999
 7 □$35.000から$39.999 17□$150.000から$199.999
 8 □$40.000から$44.999 18□$200.000以上
 9 □$45.000から$49.999 19□答えたくありません
 10□$50.000から$54.999 20□正確にわかりません
（18） ご自宅は持ち家ですか、借家ですか。
 　 1 □持ち家　　　　　 2 □借家





 　 1 □はい　　　　　










 　 1 □はい　　　　　→　b） と c）、そのあと（25）へ
 　 2 □いいえ　　　　→　（25）へ
 b）あなたはどのような送金をされてますか。二つ以上の選択肢を選んで頂いて構
いません。
 　 1 □投資:（具体的な投資先は）
 　 2 □寄付:（具体的な相手は　　　）
 　 3 □贈り物:（具体的な相手は）
 　 4 □党費
 　 5 □その他:（　）
在米エルサルバドル系住民のアイデンティティとトランスナショナリズム：2015年のサンフランシスコとロサンゼルスでのアンケート調査結果に基づいて
−114−
 c）この種の送金・贈与としては合計で、 1 年にいくらほど送金されていますか。
　　　　　　　　　 $（）<米ドル>
（25） a）あなたは、どのくらいの頻度で、エルサルバドルに帰ったり、行ったりしますか。
 　 1 □一度も帰ったり、行ったりしたことがない
 　 2 □ほとんど帰ったり、行ったりしたことがない
 　 3 □およそ 5 年に 1 回　　 4 □ 2 〜 3 年に 1 回　　 5 □年に 1 回
 　 6 □年に 2 回　　　　　　 7 □年に 3 回以上（具体的には：年に　　回くらい）
 b）あなたのエルサルバドル訪問の目的は何ですか。　複数回答可。
 　 1 □家族・親戚訪問　　　 2 □友人訪問　　　 3 □仕事
 　 4 □NGO活動 　 5 □文化・スポーツ交流（具体的には：　　　　）
 　 6 □国内選挙で投票するため　　→　c）もご回答ください。








 　 1 □米国政治に有権者として参加するため
 　 2 □米国政治への参政権を行使して、在米エルサルバドル系の非市民や在留資
格のない移民の権利獲得や地位向上を求めて闘うため
 　 3 □本国にいる家族・親族を呼び寄せるため／呼び寄せられるから
 　 4 □米国に永住する気になったから
 　 5 □エルサルバドル国籍を捨てる気になったから
 　 6 □十分な報酬が得られる安定した職に就けるから
 　 7 □エルサルバドルと米国との間の行き来がより頻繁に容易くできるようにな
るから
 　 8 □1994年の「住民提案第187号」に代表される「反移民」的な風潮が米国内で
強まりつつあったので







 　 1 □はい、とにかくできる限り早く帰りたい
 　 2 □はい、思っているよりも米国での生活がうまくいかないことがわかったら
 　 3 □はい、米国での移民に対する風当たりが強くなったら
 　 4 □はい、本国の治安が改善したら
 　 5 □はい、本国の経済が改善したら
 　 6 □はい、本国の政情が安定したら
 　 7 □はい、本国で裕福に暮らせるだけのお金を儲けたら
 　 8 □はい、一緒に暮らしている子供が一人立ちしたら





　今回の紀要論文執筆に際しては、2015年 3 月・ 8 月のSFおよびLAでのアンケート調査
の結果データを使用いたしました。各調査の準備段階における質問項目や選択肢を含むア
ンケートの立案・作成を共同で行った共同研究者・調査者の中川智彦氏（現愛知県立大学
非常勤講師）に対し感謝の念にたえません。スペイン語が特に堪能な智彦氏による現地協
力者との調整や実働要員としての働きも調査の実現には欠かせないものでした。
　調査地の設定および回答者の勧誘に際して御協力いただいた在LAエルサルバドル共和
国領事館関係者、LA現地NPO組織のElRescateの関係者、在SFエルサルバドル共和国
領事館関係者、NPO組織CARECENのSFオフィス関係者、サンフランシスコ州立大学の
エルサルバドル系教員の方々、そしてLAの大祝祭会場で働いてくれたラテン系調査要員
の 3 名の方々、さらに、アンケートの回答に御参加いただいた現地エルサルバドル系住民
の方々には心より御礼を申し上げます。
　2015年度には 3 回ほど参加させていただいた「ラテンアメリカにおける国際労働移動の
比較研究」研究会（同志社大学人文科学研究所第14部門研究代表者・松久玲子教授）でも、
各報告者およびフロアの方々から今回の論文執筆につながる貴重なアドバイスや示唆等を
いただきました。感謝申し上げます。
